
令和４年度 第１回 小学校読むこと部会 

R4.6.2 

 

今年度初めての部会は、Microsoft Teamsを使ってオンラインで開催しました。部会では、

夏の半日研に向けて、発表者と内容の確認を行いました。 

  

Ⅰ 物語教材で活用する「読みの観点の系統表」 

  令和２年度から、段階的に作成してきた、物語教材で活用する「読みの観点の系統表」

に、今年度は、具体的な叙述に対する解釈例を加えたものを６学年分提案します。夏の半

日研では、それぞれの教材で扱った解釈がどの教材につながっていくかを示し、参会者の

方々から忌憚のないご意見をいただき、収斂させていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 「読みの観点の系統表」を活用した授業提案 

  今年度は、「読みの観点の系統表」活用した授業の提案をすることになりました。その

後、推進委員の汐路小の舘先生からは、５年生の物語教材を基に以下のような発表構想が

提案されました。 

 １ 昨年度、「読みの観点」を活用した授業を行って感じたこと 

(1) どの叙述に着目し、読んだらよいか分かるようになる。 

 →  低位の児童にも効果的な手立てである。 

(2) 個別の問いの追究においても、「読みの観点」を活用することで互いの読みを共有

しやすくなり、協働的な学びを行うことができる。 

(3) 教師は、単元での指導事項や単元の系統性を意識することができる。 

今年度、新しく加えた「読みの観

点」を活用した解釈例 系統的に「読みの観点」を

活用するための関連教材 



２ 「読みの観点」の課題として感じていること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「読みの観点」を活用した実践で挙げられた二つの課題を踏まえ、具体的な学習場面を

取り上げて提案していこうと考えています。 

 

３ ５年「雪わたり」の教材では 

５年「雪わたり」を扱った授業では、以下のようなポイントを授業計画に組み込み、

実践を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 次回の小学校読むこと部会の予定 

 ６月３０日（木）１８：３０～ ZOOM会議  

お問い合わせ 西区 児玉小 山田博史 

 


